
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 開催期日 主な研修内容 

１ 7月 17日 演題：障害の基礎的理解と子どもへの支援 

講師：山梨県教育庁特別支援教育・児童生徒支援課 副主幹 指導主事 浅川清 先生 

２ 9月 4日 演題：障害のある子どもの理解と支援① 

～保育におけるユニバーサルデザインと合理的配慮を考える～ 

講師・山梨大学教育学部教授 吉井勘人 先生 

３ 11月 20日 演題：障害のある子どもの理解と支援② 

～インクルーシブな保育を実現させるために～ 

講師・山梨大学教育学部教授 吉井勘人 先生 

＊①②は連続講座 ①－理論中心②－実践事例を基にしたグループワーク中心 

特別支援教育研修会開催 
今年度、やまなし幼児教育センターでは、3 回にわたり特別な配慮を必要とする幼児への指導につい

ての研修会を開催しました。講師の先生の講義から専門的な理解を深めたり、小グループで具体的な事

例について検討したりするなど充実した内容で、受講者からは高評価をいただきました。 

 

令和８年１月発行 

やまなし幼児教育センター 

〒400－8510  

甲府市武田四丁目 4－37（山梨大学内） 
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事例を基にした講義、また、参加者

同士の意見交換等を通して、別の視点

からの意見や話を聞くことができ、参

考になりました。保育をしていると、どう

しても固定的に見たり、比較して捉えて

しまったりしがちですが、見方を変える

ことでその子の困っていることに対し

て、してあげるべき対応が見えてくると

いうことが学びになりました。 

園における取組の中で、対象児に対して「特別」な配

慮をしてしまっていいのかどうかを悩んでいました。でも

先生のお話で“その子にとって必要な配慮”という言葉を

聞き、背中を押してもらった気持ちになりました。今まで

「やっていたことが間違いではなかった」と自信につなが

りました。他の園の方との交流もできて、とてもいい時間

になりました。 

子どもの困りごとについて、子ども

主体で、子どもの文脈で考えること

が大切だな、と改めて感じることがで

きました。これは障がいのある子だけ

でなく全ての子どもに当てはまるの

かなと思いました。障がいの有無に

関わらず、どんな子にも寄り添ってあ

げられるようになりたいと思いました。 

私は未満児クラスの担任なので、「ほめる」ことを重要

視していたのですが、ただほめるのではなく、その子にと

って良いタイミングでほめることによって、さらにモチベー

ションが上がることを学びました。また、認める→注意→

認める、のサンドイッチでこちらの本意を言うことで伝わり

やすいということに驚くとともに参考になりました。 

受講者の感想 



 

 

今年度より「架け橋期のコーディネーター」派遣事業が、スタートしました。５月～12 月までに市町
村教育委員会、小学校、幼児教育施設等から、のべ 26 回の要請がありました。 
本県の「架け橋期のコーディネーター」は、乳幼児期～児童期の保育及び教育、福祉に関する専門的な知見や

豊富な経験をもつ山梨大学、山梨県立大学、山梨学院短期大学など、県内の大学の先生方です。研修の実施内
容については、その都度、担当者が依頼者と相談しながら決めていきます。本年度の取組の一部を紹介し
ます。園や地域の課題に応じてご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園内研修リーダー育成研修【第 2期】 成果発表会開催 

「園内研修」にどのように取り組んでいますか？ 
「園内研修リーダー育成研修」とは、幼稚園・保育所・認定こども園等において、園・所の課題解決に向け

た持続的な園内研修を企画・運営し、園内研修を牽引していくことができる「園内研修リーダー」を育成す

ることを目指した研修です。 

全 6回の研修を修了した研修生による成果発表が行われます。関心がある方は、ぜひご参加ください。 

 

日時：2026年２月１７日（火）１３：３０～１６：２０（受付 １３：００）                       

場所：大村智記念学術館 大村記念ホール（山梨大学内）  

山梨県甲府市武田 4-4-37【大学構内に駐車可】 

 

★参加には、事前申し込みが必要です。                 申し込みはこちらから       

  対象：県内の幼稚園・保育所・こども園等における幼児教育施設関係者、学生等 

参加申し込み締め切り 2月 6日（金） 

架け橋期のコーディネーター派遣事業 

〔例 1：市町村教育委員会からの依頼〕 
＜参加者＞ 
園・所等保育者・小学校教員・行政職員  

＜内  容＞ 
【学習会】 
・幼保小の連携・接続の必要性 〔コーディネーター〕 

  ・カリキュラムの見直しのポイント 〔指導主事〕 
【グループワーク】 
①動画視聴 
②子供の姿からの気付きをグループで共有 
③大切にしたい子供の姿について意見交換 
④「期待する子供の姿」について意見交換 

〔例 2：小学校からの依頼〕 
＜参加者＞ 
園長・所長、校長、園・所等保育者、小学校教員、行政職員  
＜内  容＞ 
 【授業参観】1年生（国語） 
【第１部】 
・幼保小の情報交換、意見交流 
【第２部】学習会 
・授業・情報交換の感想 
・「架け橋プログラム」について〔指導主事〕 
・幼保小連携や交流おける指導・助言 〔コーディネーター〕 

 

保育における悩みなどあ
りましたら、まずは、ご相
談ください。 
本センターで対応できな
い場合、内容によっては、
他機関をご紹介すること
もできます。 


